平成19年度　都市計画実習　地域施設班　最終発表会　　　　
	つくば介護予防スタイル　担当教員：鈴木勉　TA：渡辺泰弘　　班長：宮下将尚　副班長：九乗佳貴
　　　　　～空き教室の有効利用～　　　　　 班員：金田俊輔　河野泰明　小菅敏幸　三村隆浩　三宅悠太　村上大輔
	


１．研究の流れ

１．１．背景・目的
近年、わが国では、平成18年度には日本の高齢者人口が2560万人を超えている。そして同時に要介護者数も増加し、少子高齢化が社会的問題となっている。また、介護保険制度も改正され、要支援1,2の方は予防介護のために予防給付金受けられるようになり、「要支援者への介護予防」の必要性を国が重視するようになった。そこで私たちは、この研究を通して《介護予防の充実》を目的とすることとした。
１．２．研究のフロー
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[image: image1]図１：研究のフロー
２．つくば市の現状把握　
　　　　　　　表１：居宅系サービスの種類
	居宅系
サービス
	概要
	対象

	デイサービス 
センター
	デイサービスセンターで、食事・入浴などの介護や機能訓練が日帰りで受けられる
	要介護

要支援
　

	デイケア 
センター
	介護老人保健施設や、病院・診療所等で、日帰りの機能訓練などが受けられる
	

	ショートステイ
	介護老人福祉施設等に短期間入所し、食事などの介護や機能訓練が受けられる
	


以下の３施設から、介護老人福祉施設の施設需要の高さに対する供給が少ないことがわかった。したがって私たちは、つくば市でも《介護予防の必要性》があるということを再確認することができた。そのために、居宅系サービスが重要であると考えた。
また、２００５年に介護保険法の改正が行われ、要支援1、2の方が予防介護への給与を受けられることとなった。このことから国も介護予防の必要性を認めているとわかる。
表２：ヒアリングに伺った施設その１

	訪問地
	新つくばホーム
	シニアガーデン

	
	デイサービスセンター
	デイサービスセンター

	実施日時
	5月22日（火）15:30～
	5月25日（金）12：30～

	担当者名
	小田倉弘江さん
	細谷國江さん

	わかった事
	介護士が不足している
	介護士が不足している

	
	人材不足
	　

	訪問地
	つくば高齢福祉課

	
	

	実施日時
	5月8日（火）16:00～

	担当者名
	高野圭介さん

	わかった事
	つくば市内に計130床の介護老人福祉施設を建設予定

	
	介護老人福祉施設の待機人数の問題


３．介護予防に関する調査

　今回私たちは、施設の先進事例として高齢者住宅である「みどりのレジデンス」と小学校の空き教室を転用したデイサービスセンターである「龍ヶ崎市元気サロン松葉館」、「霞ヶ関東老人デイサービスセンター」にヒアリング調査を行った。

表３：ヒアリングに伺った施設その２
	訪問地
	みどりのレジデンス

	実施日時
	5月25日（金）12:30～

	応対
	水島剛さん

	
	人材は確保できている

	わかった事
	その一因として昇給等があり、基本給が高いことが挙げられる

	訪問地
	龍ヶ崎市元気サロン松葉館
	霞ヶ関東老人デイサービスセンター

	実施日時
	６月１日（金）　１４：００～
	６月１日（金）　１４：００～

	応対
	寺崎真さん
	羽石幹夫さん

	わかった事
	龍ヶ崎市松葉小学校の余裕教室を転用
	川越市霞ヶ関東小学校の別棟の音楽室を転用

	
	利用者ボランティアの存在
	小学生との交流がカリキュラム化されている

	
	改装にかかった費用は建築費用くらいしか変わらない
	自然な街中の風景でリラックスできる


私たちは、上の３施設へのヒアリング調査を通して、介護予防をするための施設としてはデイサービスセンターのほうがふさわしいのではないかと考えた。
４．調査結果

４．１．GISによる圏域把握
次に、ヒアリング調査と同時にGISを利用したマップを作成した。

図７を見てみると、デイサービスセンターは、比較的分散して立地していることがわかる。しかし、図７のバッファーが示すように筑波地区，茎崎地区などデイサービスセンターが近くに存在しない場所もあることがわかる。しかし、私たちはカバーできていない範囲がより広い筑波地区を，デイサービスセンターが足りていない場所として取り上げることにした。
４．２．新築と転用のコスト

新築よりも他施設への転用のほうが低コストであることと、近年の持続可能的社会の風潮から転用による新デイサービスセンターの提案を試みることにした

＜新築と転用のコストの例＞
	新築
	貞光町デイサービスセンター
	建設費
	1億5000万円

	転用
	いきがいデイサービスセンター平野
	工費・備品購入費
	4600万円


４．３.アンケートによるニーズ把握 

筑波小学校区内の地域住民とデイサービス利用者それぞれに、小学校への転用を行うと仮定したアンケートを行った。それにより、デイサービスセンターを小学校に作るというニーズがあるかどうかの調査を行った。
	
	地域住民アンケート
	デイサービスセンター
利用者アンケート

	実施　　期間
	６月６日（水）～６月８日（金）
	６月６日（水）～６月８日（金）

	対象者
	つくば市の北東に住んでいる
６０歳以上の高齢者
	デイサービスセンター利用者

	配布先
	国松・上大島
沼田・筑波
	シニアガーデン、作谷長寿館
新つくばホーム

	方法
	ポスティング、手渡し
	聞きこみ調査

	配布数
	541部
	108部

	回収数
	113部
	81部

	回収率
	20.8%
	75.0%

	調査

内容
	個人属性
	地域住民アンケート

	
	重視する項目
	 +

	
	子どもとの交流
	 デイサービス満足度の項目
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　その結果、デイサービスセンターのニーズには、以下のような特徴があることが判明した。
・住み慣れた地域にデイサービスセンター（以下ＤＳＣ）があれば好まれること
・施設までの所要時間は短時間であることが望ましいこと
・地域住民は施設を選ぶ際サービスよりもアクセスを重視すること
・アクセスを悪い地区に住む人は、ＤＳＣへのアクセスをより重視する
・小学校にＤＳＣを設置することについて地域住民は肯定的
また、それ以外に

· 実際の施設利用者の分布を見ても、近くの施設を通う傾向があること
がわかった。
５．提案・考察

５．１.転用施設の決定
前に述べたようなアンケートの結果を受けて、
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という点から、小学校の空き教室を利用したデイサービスセンターの提案をしていくこととした。
そこで図7を見ると、筑波地区内ではいくつかの小学校が、デイサービスがカバーする圏域の外にあることがわかった。それらの各小学校について空き教室の有無、生徒数の推移を調べた結果、筑波小学校、が転用に適していると判断し、この筑波小学校の空き教室を利用してデイサービスセンターを作ることを提案することとした。
５．２．提案の効果
今回の検証では、筑波小学校にデイサービスセンターを設置した場合の効果の検証を行うこととした。

設置した場合、現在デイサービスがカバーされていないつくば市北東部の地区をカバーできるようになり、また、その地区の住民の移動距離を平均して50％削減することができることが判明した。

移動距離の削減により、筑波小学校周辺の高齢者は、デイサービスセンターを訪れやすくなり、その結果引きこもりがちの高齢者がデイサービスセンターを通して、人との交流の機会を得ることができ、その地区の人々にとって予防介護につながるといえる。
６．今後の展開

６．1．これからの課題
これからの課題として、
（１）許可がなかなか降りないということ
小学校は、市の持ち物であるため、新しく設備を導入したいときでも、許可を得なければならない。
（２）小学校と介護保険施設の管轄の違い

施設の管轄の違いから、施設を設置するために小学校（文科省）と、介護保険施設（厚労省）の両方に申請に許可を求める必要がある。

以上の２つの問題を解決しなければ今回の提案は、実現しないため、この２点をどう解決するかが今後の課題である。
６．２．今後の展望
今回の調査では、筑波小学校の転用のみを考えてきたが、同じような転用は筑波小学校以外にも応用できると考えられる。
その１例として、小田小学校が挙げられる。小田小学校とは、筑波小学校と同じくつくば市北東部のデイサービスセンターの圏域がカバーできていない地区にある小学校である。平成１８年から平成２３年までの５年間に生徒数が４０人減少するといわれており、今後空き教室が発生してくると考えられる。
そこで、小田小にも筑波小と同様に送迎バスで10分圏の圏域を地図上に表示すると、デイサービスセンターの圏域がカバーできていなかったつくば市北東部の大部分が、デイサービスセンターの圏域でカバーされ、現在近くにデイサービスセンターがない多くの人の住まいの近くにデイサービスセンターができ、より多くの人の介護予防につながると考えられる。
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図１：地区別高齢化率の将来推計　　　
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図３：デイサービスまでの所要時間と移動の満足度

　図５：小学校にデイサービスセンターがあることへの意識
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

図２：地域住民とデイサービスセンター利用者の重要視する項目
図２：デイサービス利用者と地域住民の重視項目

　

図４；町丁目別重視項目（サービスと立地）
図６：デイサービスセンター別利用者の自宅からの距離　　

[image: image2.jpg]oID_ Y
G SRR
HD DB
S =t
=558
= PN
EFAY LTI DBO
P9 B A
558
(=== R[0S
Wi EEE
7000 - 1000

91001 - 3000

== 3001 - 6000

G001 -9000 0 >
LU N e e e





図７：デイサービスセンターの圏域と筑波小学校に新施設を提案した時の圏域
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